
和田院長と看護師の渡邊光子さん。渡邊さんも昭和53年からこの場所で働いている
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■
主
要
施
策

◆
自
治
・
協
働

●
長
期
計
画
の
策
定

●
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

●
小
さ
な
拠
点
の
形
成

●
地
域
お
こ
し
協
力
隊
・
集
落
支
援

　
員
の
配
置

　

総
合
振
興
計
画（
後
期
計
画
）と
総

合
戦
略
の
見
直
し
を一体
的
に
進
め
、

よ
り
実
効
性
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
計

画
を
策
定
し
ま
す
。

　
「
集
落
実
態
調
査
」を
引
き
続
き

実
施
し
ま
す
。ま
た「
地
域
づ
く
り

活
動
応
援
補
助
金
」を
創
設
し
、地

域
課
題
の
解
決
に
取
り
組
む
地
域
を

応
援
し
ま
す
。

　
来
島
拠
点
複
合
施
設
は
、建
築
工

事
に
着
手
し
、公
民
館
や
図
書
館
、

学
習
支
援
館
な
ど
が一
体
と
な
っ
た

複
合
的
な
施
設
と
し
て
完
成
を
目

指
し
ま
す
。

◆
教
育
・
文
化
・
子
育
て

●
子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

●
縁
結
び
の
支
援

●
学
習
環
境
の
充
実

●
保
小
中
高
一
貫
教
育
の
推
進

●
飯
南
高
校
へ
の
支
援

●
平
等
に
暮
ら
せ
る
社
会
づ
く
り

　
第
３
子
以
降
の
出
産
祝
い
金・子

育
て
支
援
給
付
金
、子
育
て
応
援
企

業
の
支
援
を
継
続
し
、国
の
保
育
料

無
償
化
の
施
策
と
合
わ
せ
て
、子
育

て
が
し
や
す
い
環
境
を
整
備
し
ま

す
。ま
た
保
育
士
を
目
指
す
学
生
等

を「
就
学
助
成
金
」な
ど
の
制
度
で

支
援
し
、町
社
会
福
祉
協
議
会
と

連
携
し
て
保
育
士
の
確
保
を
進
め

ま
す
。

　

小
中
学
校
の
エ
ア
コ
ン
整
備
は
、

１
学
期
中
の
設
置
完
了
を
目
指
し

ま
す
。保
小
中
高
一
貫
教
育
の
推
進

は
、平
成
24
年
に
策
定
し
た「
保
小

中
高
一
貫
教
育
計
画
」を
見
直
し
、

飯
南
高
校
と
と
も
に
、町
の
地
域
資

源
を
活
か
し
た
特
色
あ
る
教
育
を

進
め
ま
す
。

　

昨
年
度
実
施
し
た「
人
権
問
題

に
関
す
る
町
民
意
識
調
査
を
基
に
、

「
町
人
権
施
策
推
進
基
本
方
針
」

を
改
定
し
、一人一人
の
人
権
が
尊
重

さ
れ
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
、

人
権
教
育
や
啓
発
活
動
を
推
進
し

ま
す
。

◆
産
　
業

●
農
林
・
畜
産
業
の
振
興

●
観
光
の
振
興

●
志
津
見
ダ
ム
周
辺
地
域
活
性
化

　
対
策

●
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

●
商
工
業
の
振
興

　
「
飯
南
米
」の
品
質
向
上
と
有
利

販
売
に
努
め
、関
東・関
西
な
ど
で
米

を
販
売
す
る「
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
Ｙ
Ａ
」と

協
力
し
て
、飯
南
米
の
知
名
度
向
上

に
つ
な
げ
ま
す
。「
一
町
一
農
場
一
担
い

手
」の
実
現
に
向
け
、集
落
営
農
の

広
域
連
携
や
農
業
法
人
の
設
立
を

推
進
し
ま
す
。農
業
基
盤
整
備
は
、

国
、県
な
ど
の
事
業
を
活
用
し
、ほ
場

や
暗
渠
排
水
、用
水
施
設
の
整
備
を

進
め
ま
す
。

　
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
は
、防
護
柵

の
設
置
や
捕
獲
器
の
導
入
な
ど
を
進

め
る
ほ
か
、資
格
取
得
助
成
金
な
ど

で
後
継
者
の
確
保
を
進
め
ま
す
。

　

畜
産
振
興
で
は
、３
年
後
の
鹿
児

島
全
共
に
向
け
て
、「
み
ん
な
が一丸

と
な
り
目
指
そ
う『
し
ま
ね
和
牛
』

日
本一！
」の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
、県
種

雄
牛
の
産
子
の
保
留
や
、若
手
生
産

者
の
育
成
を
進
め
ま
す
。

　
林
業
で
は
、「
林
業
の
魅
力
化
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」を
推
進
し
、木
材
の
販
路

開
拓
や
商
品
開
発
、農
林
大
学
校
や

飯
南
高
校
と
連
携
し
た
人
材
育
成

を
進
め
ま
す
。ま
た
森
林
の
適
切
な

管
理
を
進
め
る
た
め
、地
域
協
議
会

を
立
ち
上
げ
、経
営
管
理
が
で
き
て

い
な
い
山
林
の
抽
出
な
ど
を
行
い
ま

す
。
　

観
光
振
興
で
は
、昨
年「
出
雲
大

社
神
楽
殿
の
大
し
め
縄
の
か
け
替

え
」が
、多
く
の
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上

げ
ら
れ
、本
町
へ
の
観
光
入
り
込
み

客
数
は
前
年
度
か
ら
３
万
７
千
人

増
の
42
万
４
千
人
と
な
り
ま
し
た
。

全
国
に
誇
る
歴
史
文
化
や
観
光
資

源
な
ど
を
情
報
発
信
す
る
と
と
も

に
、サ
イ
ク
リ
ン
グ
や
森
林
セ
ラ

ピ
ー
な
ど
魅
力
あ
る
体
験
メ
ニ
ュ
ー

で
、本
町
へ
の
観
光
誘
客
と
知
名
度

向
上
に
つ
な
げ
ま
す
。

　
平
成
30
年
度
の
ふ
る
さ
と
納
税
額

は
、過
去
最
高
額
の
１
億
４
千
万
円

を
超
え
る
見
込
み
で
す
。今
後
も
よ

り
一
層
、地
場
産
品
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ

し
、産
業
の
活
性
化
に
つ
な
げ
ま
す
。

　

商
工
業
振
興
は
、光
ケ
ー
ブ
ル
の

整
備
に
よ
り
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
回

線
速
度
が
向
上
す
る
こ
と
か
ら
、

「
本
町
で
新
た
な
仕
事
を
創
業
し
た

い
」と
い
う
事
業
者
を
募
集
し
、新

規
創
業
に
よ
る
定
住
者
や
雇
用
の

確
保
に
つ
な
げ
ま
す
。ま
た
産
業
支

援
セ
ン
タ
ー
な
ど
関
係
機
関
と
連

携
し
、地
域
に
根
ざ
し
た
商
工
業
の

振
興
や
若
者
の
起
業・創
業
を
支
援

し
ま
す
。

◆
保
健
・
福
祉

●
健
康
づ
く
り
の
推
進

●
地
域
医
療
の
充
実

●
地
域
包
括
ケ
ア
の
推
進

●
地
域
福
祉
の
充
実

●
高
齢
者
・
障
が
い
者
に
や
さ
し
い

　
環
境
づ
く
り

●
子
ど
も
・
若
者
支
援
事
業

　
国
保
加
入
者
を
対
象
に
運
用
し
て

い
る「
人
間
ド
ッ
ク
助
成
金
制
度
」の

加
入
年
数
制
限
を
撤
廃
し
、61
歳
以

上
の
国
保
加
入
者
全
て
を
助
成
の
対

象
と
し
ま
し
た
。ま
た
Ａ
Ｉ
を
活
用

し
て
、健
診
未
受
診
者
に
対
し
て

個
々
に
応
じ
た
ア
ド
バ
イ
ス
を
送
る

な
ど
、受
診
率
の
向
上
と
健
康
づ
く

り
を
推
進
し
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
事
業
は
、保
険
料

率
を
引
き
下
げ
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。国
保
運
営
の
動
向
を
注
視
し
な

が
ら
、健
康
づ
く
り
と
合
わ
せ
て
、安

定
的
な
国
保
運
営
を
進
め
ま
す
。

　

継
続
的
な
課
題
で
あ
る
医
療
福

祉
人
材
の
確
保
に
は
、教
育
機
関
や

福
祉
施
設
な
ど
と
連
携
し
て
取
り
組

み
ま
す
。飯
南
病
院
で
は
、禁
煙
外

来
の
開
設
や
災
害
医
療
の
模
擬
訓

練
の
実
施
を
予
定
し
て
お
り
、病
院

機
能
の
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。ま

た
、住
み
慣
れ
た
町
で
最
期
ま
で
生

活
で
き
る
よ
う
に
地
域
包
括
ケ
ア
を

推
進
し
ま
す
。

　
障
が
い
の
あ
る
方
に
対
し
て
は
、地

域
で
自
立
し
た
日
常
生
活
や
社
会

生
活
を
送
り
続
け
ら
れ
る
よ
う
、相

談
支
援
や
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の

円
滑
な
実
施
に
努
め
ま
す
。ま
た
社

会
生
活
を
営
む
上
で
困
難
が
あ
る
子

ど
も
や
若
者
の
円
滑
な
社
会
生
活
を

促
す
た
め
、専
任
の
相
談
員
を
配
置

し
、子
ど
も・若
者
支
援
事
業
に
対
す

る
理
解
の
促
進
、居
場
所
づ
く
り
や

就
労
体
験
等
の
取
り
組
み
を
充
実
し

ま
す
。

◆
生
活
環
境

●
定
住
の
促
進

●
公
営
住
宅
の
整
備

●
国
道
54
号
活
性
化
対
策

●
生
活
道
の
整
備

●
情
報
通
信
施
設
の
高
速
化

●
簡
易
水
道
・
下
水
道
の
整
備

●
防
災
訓
練

●
消
防
施
設
の
整
備

●
空
き
家
対
策

　
定
住
促
進
で
は
、相
談
体
制
の
充

実
、情
報
の
発
信
、人
材
確
保
支
援

セ
ン
タ
ー
に
よ
る
仕
事
の
紹
介
な
ど

に
よ
り
、定
住
人
口
の
増
加
に
つ
な

げ
て
い
く
ほ
か
、定
住
住
宅
２
棟
の

建
設
を
計
画
し
て
い
ま
す
。公
営
住

宅
は
、既
存
の
衣
掛
団
地
の
解
体
と

３
号
棟
の
用
地
造
成
工
事
を
行
い

ま
す
。

　
道
路
整
備
は
、改
良
中
路
線
の
進

捗
を
図
り
、橋
梁
長
寿
命
化
、法
面

対
策
な
ど
と
と
も
に
生
活
道
の
安
全

確
保
を
進
め
ま
す
。ま
た「
除
雪
機

械
運
転
資
格
取
得
支
援
補
助
金
」を

創
設
し
、建
設
業
等
の
後
継
者
育
成

を
支
援
し
ま
す
。

　
情
報
通
信
施
設
で
は
、頓
原
地
域

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
光
回
線
化
の

工
事
に
着
手
し
ま
す
。

　
水
道
施
設
は
、佐
見
地
区
の
水
道

整
備
な
ど
を
、下
水
道
施
設
は
、合

併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
を
継
続
し
、

上
下
水
道
の
普
及
率
の
向
上
に
努
め

ま
す
。ま
た
水
道
・
下
水
道
事
業
と

も
公
営
企
業
会
計
に
移
行
し
、経
営

状
況
の
的
確
な
把
握
と
経
営
基
盤
の

強
化
を
図
り
ま
す
。

　

防
災
体
制
で
は
、出
水
期
前
の
６

月
に
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。自

治
区
や
防
災
士
、住
民
と
関
係
機
関

が一体
と
な
っ
た
防
災
訓
練
に
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。ま
た
地
震
計
の
未
設

置
区
域
と
な
っ
て
い
る
志
々
地
区
に

簡
易
地
震
計
を
設
置
し
ま
す
。

　

消
防
施
設
で
は
、消
防
団
の
小
型

消
防
ポ
ン
プ
付
普
通
積
載
車
２
台
を

更
新
す
る
ほ
か
、野
萱
地
内
に
防
火

水
槽
１
基
を
設
置
し
ま
す
。

　

空
き
家
対
策
で
は
、倒
壊
に
よ
り

通
学
路
な
ど
周
辺
に
お
よ
ぼ
す
影
響

が
特
に
高
い
と
判
断
さ
れ
た
家
屋

は
、所
有
者
に
適
切
な
管
理
や
必
要

に
応
じ
た
撤
去
な
ど
を
お
願
い
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。ま
た「
管
理
不

全
空
き
家
等
対
策
事
業
」を
創
設

し
、特
定
空
き
家
の
除
却
費
用
の一部

を
助
成
し
ま
す
。

飯南町長  山碕 英樹

ア        

コ            

メ           
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平成31年度施政方針

私たちが「町に自信と誇りを持って」

私
た
ち
が

「
町
に
自
信
と

　

誇
り
を
持
っ
て
」

平成31年度施政方針
　本町をはじめ中山間地域の経済情勢は厳し
く、各産業分野での人材不足の慢性化、出生数
の減少など、人口減少に歯止めがかからない状
況に直面しています。
　そうした中、近年「田園回帰」という潮流に見
られるように、若者の自己実現の場として「田舎」
に熱い視線が注がれるようになっています。本
町では、宝島社発行の「田舎暮らしの本 住みた
い田舎ランキング」で「子育て世代が住みたい
田舎部門」で日本一になるなど、定住施策など
が全国で高い評価を受け注目されています。
　これから迎える「新たな時代」においても、私
たち自身が「飯南町に自信と誇りを持って暮ら
していく」ことが大切です。新年度は、これまで
のまちづくりを踏まえ、本町の暮らしや地域資
源を見つめ、価値あるものとする「飯南の農村
価値創生 元年」と位置づけ、町民の皆さんと一
緒に、町政推進に全力で取り組みます。


